
常 西 合 口 用 水

農業やくらしを支える農業用水

みんなの住む地域の水は、どこから流れてくるか知っていますか？

農業用水は、田んぼでイネを育てる大切な水であり、地域にとっても、

生活用水として利用している大切な水です。

そんな用水について、調べてみましょう！！

じ ょ う さ い ご う く ち よ う す い

富 山 県

農業用水の持ついろいろな役割

水土里ネットは、土地改良区の愛称（あいしょう）です。

このマークは「さなえマーク」です。

家の人にも教えてあげて下さいネ！！

み ど り とちかいりょうく

消流雪用水

防火用水

生活用水

生態系の保全

クリーンエネルギーの供給
（水力発電）

農業用水（かんがい用水）

道路の雪をとかしたり、除雪後の

雪を流したりします。

火事のとき用水からくみ上げた水

を消火活動に利用します。

野菜を洗ったり、農機具を

洗ったりするのに利用します。

農業用水を利用して、水力発電もしています。

温室効果ガスを発生しないクリーンなエネル

ギーです。

農業用水の水を流すことにより、さまざ

まな生物が生息する環境が保たれてい

ます。
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田畑に送られて農作物を育てるの

が大きな役割です。田んぼに送られ

た水は、地下に浸透して地下水にな

ります。

田んぼは、大雨の時に雨水を一時

的に貯めて洪水を防ぐ役割をしてい

ます。
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常西用水から送水しているエリア
常願寺川は、世界でも有数の急流河川として知られ、農業用水は、洪水のたびに大量の土

砂や流木が流れてきて取水口が被害を受け、安定して取水できず水争いもおきていました。

明治時代に富山県を訪れたオランダ人技術者ヨハネス・デ・レーケの指導を受けて、洪水の

被害を受けず安定して取水できるよう、明治26年(1893)に常願寺川左岸（常西）の用水の取り

入れ口をひとつにまとめる「合口化」が行われました。昭和31年(1956)には右岸側（常東）の合

口と合わせ、常願寺川から取水する横江頭首工が完成しました。今の横江頭首工は、平成20

年(2008)に改修された新しい頭首工です。

横江頭首工から取り入れた水は、常東・常西合口用水を通って富山市、立山町、舟橋村の

約7,900ﾍｸﾀｰﾙの田畑をうるおしています。

常西用水は、農業用水だけでなく、水力発電や上水道に使われています。

堤高：14.1m

堤長：144.3m（固定部84.3m、可動部60.0m）

最大取水量 18.89m立方ﾒｰﾄﾙ/秒

横江頭首工

常西合口用水路

横江頭首工から取り入れ

られた水は、左岸連絡橋を

通って、常西合口用水路に

流れてきます。

その後、分水場から支線

用水路を通って田畑に送ら

れます。
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「新庄の赤門」

常西用水プロムナード

桜並木 殿様林佐々堤

常西用水プロムナード

常西合口用水路の様子

上流 中流 下流
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清水又用水

水力発電所

（北陸電力）

(40m×3m×1門)(20m×5m×1門)

(3.6m×2.6m×6門)
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凡 例

ほかの幹線水路

幹線水路

基幹水路


